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「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業

遺
産
群
」
と
い
う
登
録
名
な

の
に
、
指
定
か
ら
抜
け
落
ち

た
絹
織
物
―
。
第
４
回
講
座

で
川
村
晃
正
商
学
部
教
授

（
商
業
史
）が
取
り
上
げ
た
の

は
群
馬
・
桐
生
の
絹
織
物
。６

月
の
世
界
遺
産
登
録
決
定
を

引
き
合
い
に
、
往
時
は
京
都

・
西
陣
を
脅
か
し
た
桐
生
絹

織
物
の
興
隆
を
解
説
し
た
。

生
糸
の
産
地
だ
っ
た
桐
生

に
本
格
的
な
絹
織
物
の
技
術

を
伝
え
た
の
は
、
１
７
３
０

年
の
西
陣
大
火
で
地
方
に
流

れ
た
職
人
た
ち
。
や
が
て
桐た

か

生
は
西
陣
か
ら
高
度
な
「
高

は
た
し
ょ
く

ほ
う

機
織
法
」
を
導
入
し
、
桐
生

産
の
絹
織
物
は
�
田
舎
絹
�

か
ら
脱
皮
す
る
。
１
７
４
４

年
に
は
、
西
陣
の
有
力
織
屋

が
連
名
で
京
都
奉
行
所
に
京

都
で
の
流
通
制
限
を
願
い
出

る
ほ
ど
台
頭
し
た
。

「
桐
生
か
ら
足
利（
栃
木
）

に
か
け
て
は
強
大
な
領
主
権

力
が
な
く
、
機
屋
が
自
由
に

商
才
を
発
揮
で
き
た
の
が
発

展
の
要
因
。
家
内
工
業
的
な

織
屋
で
工
程
を
分
業
し
た
西

陣
に
対
し
、
桐
生
で
は
多
く

の
機
織
り
奉
公
人
を
抱
え
る

大
手
の
織
屋
が
育
っ
た
」

原
料
供
給
か
ら
製
品
販
売

ま
で
絹
織
物
業
の
集
積
地
と

な
っ
た
桐
生
も
、
幕
末
開
港

で
大
打
撃
を
受
け
る
。
だ

が
、
ま
も
な
く
世
界
市
場
に

向
け
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
始
め
る
。
川
村
教
授
は「
日

本
の
織
物
産
地
は
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
解
体
の
危

機
に
あ
る
。
か
つ
て
桐
生
に

西
陣
を
追
い
上
げ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
歴

史
の
事
実
を
地
方
再
生
の
糧

に
し
て
ほ
し
い
」と
結
ん
だ
。

第
３
回
講
座
（
湯
浅
治
久

文
学
部
教
授
∥
日
本
中
世

史
）
と
合
わ
せ
、
こ
の
日
も

約
２
５
０
人
超
が
聴
講
に
訪

れ
た
。
聴
講
者
に
聞
い
た
。

▽
「
母
が
若
い
頃
、
桐
生
で

織
り
手
を
し
て
い
た
と
聞

き
、
川
村
先
生
の
お
話
を
聞

き
に
来
た
。
雨
の
日
も
何
の

そ
の
、
で
受
講
し
て
い
ま

す
」
生
天
目
喜
子
さ
ん
（
７８

歳
）
▽
「
古
代
か
ら
近
・
現

代
ま
で
網
羅
さ
れ
充
実
し
て

い
る
。
荒
木
敏
夫
教
授
の
講

座
は
女
帝
の
話
で
興
味
深
か

っ
た
」
唐
木
健
雄
さ
ん
（
４４

歳
）
▽
「
土
生
田
純
之
教
授

の
古
墳
の
話
が
特
に
好
き
で

著
書
も
愛
読
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
と

の
関
連
や
、
東
南
ア
ジ
ア
各

国
と
の
関
係
史
な
ど
も
知
り

た
い
」井
澤
力
さ
ん
（
５５
歳
）

『
妻
恋
道
中
』
『
流
転
』

『
裏
町
人
生
』
…
…
哀
調
を

帯
び
た
美
声
と
こ
ぶ
し
の
利

ふ
う

び

い
た
歌
唱
で
一
世
を
風
靡

し
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線
に

散
っ
た
上
原
敏
（
１
９
０
８

す
い

せ
い

～
１
９
４
４
）
。
彗
星

の
よ
う
に
駆
け
抜
け
た

戦
前
の
名
歌
手
を
回
顧
す
る

「
没
後
７０
年
記
念
展
」
が
母

校
で
あ
る
本
学
の
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
１０
月
１７
日
か
ら
２６

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
貴
重
な

写
真
、
レ
コ
ー
ド
、
ポ
ス
タ

ー
な
ど
１
５
０
点
が
展
示
さ

れ
た
。

１８
日
に
は
、
講
演
と
演
奏

会
が
開
か
れ
た
。
知
ら
れ
ざ

る
上
原
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

戦
地
か
ら
の
軍
事
郵
便
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
波
乱
に
富
ん

だ
人
生
と
人
間
味
あ
ふ
れ
る

人
柄
が
紹
介
さ
れ
た
。

秋
田
県
大
館
市
に
生
ま
れ

た
上
原
敏
（
本
名
・
松
本
力

治
）
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
音

楽
の
才
能
に
恵
ま
れ
た
。
運

動
神
経
に
も
優
れ
、
専
大
に

入
学
し
経
済
学
部
卒
業
の
昭

和
９
年
ま
で
野
球
部
で
活

躍
。
２
度
の
リ
ー
グ
優
勝
を

果
た
し
て
い
る
。

卒
業
後
、
製
薬
会
社
勤
務

を
経
て
ポ
リ
ド
ー
ル
か
ら
歌

手
デ
ビ
ュ
ー
、
次
々
と
ヒ
ッ

ト
を
放
っ
た
。
わ
ず
か
７
年

間
で
２
０
０
曲
以
上
を
残
し

た
の
ち
、
太
平
洋
戦
争
の
勃

発
で
召
集
令
状
が
届
き
、
南

方
を
転
戦
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
密
林
で
消
息
を
断
っ
た
。

３６
歳
。
戦
死
公
報
で
は
「
戦

病
死
」
と
あ
る
。

講
演
・
演
奏
会
で
は
ご
子

息
の
松
本
明
生
さ
ん
（
７４

歳
）
が
「
父
の
記
憶
は
ほ
と

ん
ど
な
い
が
、
６
年
前
に
亡

く
な
っ
た
母
（
澄
子
さ
ん
）

が
よ
く
話
し
て
く
れ
た
」

と
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

上
原
は
大
館
か
ら
歌
手
時

代
ま
で
一
貫
し
て
良
き
仲
間

に
恵
ま
れ
、
家
庭
に
お
い
て

は
家
族
を
大
切
に
し
た
。
華

や
か
な
流
行
歌
手
の
座
に
あ

り
な
が
ら
質
素
に
暮
ら
し
、

他
の
レ
コ
ー
ド
会
社
の
引
き

抜
き
に
は
応
じ
な
か
っ
た
と

い
う
。

過
酷
な
戦
場
で
あ
っ
た
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
「
上
原
敏
が

う
わ
さ

い
る
」
と
の

は
、
他
部
隊

に
も
広
ま
っ
た
。
上
原
は
兵

士
た
ち
に
乞
わ
れ
、
ヤ
シ
の

密
林
を
舞
台
に
し
て
持
ち
歌

を
熱
唱
。
兵
士
た
ち
は
遠
い

故
郷
や
家
族
を
思
い
出
し
、

涙
を
流
し
た
。
松
本
さ
ん
は

「
戦
地
で
身
も
心
も
ボ
ロ
ボ

ロ
の
中
で
、
父
は
戦
友
た
ち

を
癒
や
そ
う
と
懸
命
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
」
と
、
思
い
を
は

せ
た
。

新
井
勝
紘
文
学
部
教
授

（
近
現
代
史
）
は
、
家
族
を

思
う
切
な
い
気
持
ち
に
あ
ふ

れ
た
上
原
の
戦
地
か
ら
の
軍

事
郵
便
を
紹
介
し
た
。

松
本
さ
ん
は
「
妻
恋
道

中
」
を
歌
い
、
上
原
の
歌
を

歌
い
継
い
で
い
る
「
上
原
敏

の
集
い
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
が

ヒ
ッ
ト
曲
を
合
唱
し
た
。

画
家
の
植
木
金
矢
さ
ん
は

「
上
原
敏
の
歌
は
ど
れ
を
聴

い
て
も
好
き
に
な
る
。
彼
の

生
き
様
と
あ
い
ま
っ
て
、
全

盛
時
代
を
知
ら
な
い
人
々
も

魅
了
し
て
い
る
」
と
没
後
７０

年
経
過
し
て
も
色
あ
せ
な
い

上
原
の
魅
力
を
語
っ
た
。

◇

『
ア
イ
ケ
・
コ
プ
チ
ャ
タ
の

唄
』上

原
敏
の
生
涯
を
描
い
た

『
ア
イ
ケ
・
コ
プ
チ
ャ
タ
の

唄
』
が
絶
賛
発
売
中
だ
。

織
田
作
之
助
賞
作
家
の
大

西
功
さ
ん
が
、
２０
年
間
に
わ

た
っ
て
ゆ
か
り
の
人
々
へ
の

取
材
を
重
ね
、
数
奇
な
運
命

を
た
ど
っ
た
上
原
の
姿
を
追

い
実
像
に
迫
る
。
上
原
を
知

る
貴
重
な
一
書
。
（
秋
田
魁

新
報
社
発
行
・
本
体
１
５
０

０
円
＋
税
）

歴
史
フ
ァ
ン
が
心
待
ち
に
す
る
の
が
、
毎
年
秋
に
開

か
れ
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
公
開
講
座

「
歴
史
を
紐
と
く
」
。
文
学
部
歴
史
学
科
の
教
員
が
中

心
と
な
り
、
歴
史
の
一
端
を
解
き
明
か
す
趣
向
が
好
評

だ
。
参
加
者
は
１３
回
目
の
本
講
座
を
含
め
延
べ
２
万
４

３
８
４
人
。
今
回
は
「�
モ
ノ
�
か
ら
探
る
日
本
の
歴

史
」（
全
６
講
座
）
と
題
し
、
１０
月
に
開
催
さ
れ
た
（
５

・
１１
・
２５
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
。
商
・
経
済
学
部

の
教
員
も
講
師
に
加
わ
り
、
厚
み
を
増
し
た
陣
容
で
埋

も
れ
た
歴
史
の
ひ
と
コ
マ
に
光
を
当
て
た
。

ス
タ
ー
ト
の
２
０
０
２
年

か
ら
毎
年
講
師
の
一
翼
を
担

う
荒
木
敏
夫
教
授
∥
写
真
∥

は
「
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
を
持

つ
複
数
の
教
員
が
一
つ
の
テ

ー
マ
を
掘
り
下
げ
、
古
代
か

ら
現
代
ま
で
を
幅
広
く
取
り

上
げ
る
―
―
こ
う
い
っ
た
点

は
ほ
か
の
講
座
に
は
み
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
本

講
座
の
特
徴
を
解
説
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
「
魅
力
あ
る

テ
ー
マ
選
び
」
。
２
０
１
０

年
の
講
座
「
平
城
京
―
遷
都

１
３
０
０
年
を
記
念
し
て
」

は
、
６
講
座
平
均
４
６
６
人

参
加
と
い
う
驚
異
的
な
ヒ
ッ

ト
を
記
録
し
た
。

受
講
者
は
車
内
広
告
や
新

聞
の
紹
介
記
事
な
ど
が
き
っ

か
け
で
数
年
来
、
足
を
運
ん

で
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
。「
歴

史
好
き
の
耳
の
肥
え
た
リ
ピ

ー
タ
ー
に
、
『
次
も
聴
き
に

行
き
た
い
』
と
知
的
好
奇
心

を
か
き
た
て
る
企
画
を
常
に

考
え
て
い
ま
す
」

「
世
界
史
も
知
り
た
い
」

か
ら
「
帰
り
の
バ
ス
時
間
を

教
え
て
」
ま
で
、
毎
回
行
っ

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
出
る

要
望
に
で
き
る
限
り
応
え
、

解
説
の
レ
ジ
ュ
メ
に
も
気
を

配
る
。
「
何
よ
り
も
受
講
者

に
支
え
ら
れ

て
い
る
と
い

う
原
点
を
忘

れ
て
は
な
ら

な
い
、
と
肝

に
銘
じ
て
い

ま
す
」

大
学
院
公
開
講
座

経
済
学
研
究
科

大
学
院
公
開
講
座
が
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ
れ
て

い
る
。
今
年
度
は
経
済
学
研

究
科
の
企
画
で
、
同
学
科
の

教
員
が
講
義
を
展
開
す
る
。

「
経
済
学
の
基
礎
で
読
み

解
く
経
済
問
題
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
（
１０
月

３
～
２４
日
、
全
４
回
）
は
延

べ
３
３
３
人
が
受
講
。
４
教

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
金
融
、
企

業
、
国
際
経
済
、
国
際
金
融

の
４
分
野
の
基
礎
に
つ
い
て

講
義
を
行
い
、
そ
れ
ら
に
基

づ
く
現
代
の
経
済
問
題
に
つ

い
て
も
解
説
し
た
。

１０
日
の
第
２
回
講
義
で

は
、
宮
本
光
晴
教
授
が
『
企

業
理
論
』
に
つ
い
て
講
演
し

た
∥
写
真
。
宮
本
教
授
は
こ

れ
ま
で
経
済
学
の
中
で
は
あ

ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
「
組
織
と
し
て
の
企

業
」
に
着
目
。
日
本
企
業
の

進
む
べ
き
道
を
明
示
す
る
と

と
も
に
、
見
直
し
が
図
ら
れ

て
い
る
『
岩
盤
規
制
』
に
つ

い
て
持
論
を
展
開
し
た
。

１１
月
７
日
か
ら
始
ま
っ
た

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
は
「
日
本
経
済

の
展
望

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
後

の
ス
テ
ー
ジ
」
が
テ
ー
マ（
１１

月
２８
日
ま
で
、
全
４
回
）。「
人

口
制
約
と
マ
ク
ロ
経
済
」

「
金
融
政
策
」
「
財
政
と
社

会
保
障
」
「
企
業
・
産
業
・

技
術
」
の
４
テ
ー
マ
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
後
の
日
本
経
済
の
展
望
を

考
察
す
る
。

民
法
案
内
１３

事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不

法
行
為

川
井
健
著

良
永
和
隆
補
筆

昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
川
井

健
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
未

完
成
の
遺
作
原
稿
を
、
本
学

の
良
永
和
隆
教
授
が
補
筆
し

て
完
成
さ
せ
た
本
で
あ
る
。

本
書
は
、
民
法
の
神
様
と

い
わ
れ
た
我
妻
榮
博
士
の
名

作
「
民
法
案
内
」
シ
リ
ー
ズ

の
一
巻
と
し
て
、
博
士
の
死

後
４０
年
を
経
て
刊
行
さ
れ
た

読
者
待
望
の
続
刊
（
財
産
法

の
最
後
の
部
分
）
で
あ
る
。

著
者
の
師
で
あ
る
我
妻
博

士
が
と
ら
れ
た
方
針
を
踏
襲

し
て
、
読
者
に
語
り
か
け
る

形
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

債
権
各
論
の
う
ち
、
事
務
管

理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為

に
つ
い
て
最
新
か
つ
最
高
水

準
の
内
容
を
初
学
者
に
も
分

か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い

る
（
初
心
者
・
初
学
者
は
よ

り
分
か
り
や
す
い
「
第
三
章

不
法
行
為
」
か
ら
読
む
と
よ

い
だ
ろ
う
）。

民
法
の
入
門
書
で
は
あ
る

が
、
中
級
・
上
級
の
実
力
者

に
も
有
用
な
一
書
で
あ
る
。

（
勁
草
書
房
・
本
体
２
０
０

０
円
＋
税
）

補
筆
者
（
よ
し
な
が
・
か

ず
た
か
）
∥
法
科
大
学
院
教

授
。
主
な
担
当
は
民
法
Ⅲ（
事

務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法

行
為
）。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
概
論

情
報

シ
ス
テ
ム
入
門

第
６
版

魚
田
勝
臣
編
著

２１
世
紀
、
あ
ら
ゆ
る
課
題

の
核
心
を
握
る
情
報
シ
ス
テ

ム
は
、
現
代
人
の
最
も
大
切

な
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
え
る
。

本
書
は
、
１
９
９
８
年
に

本
学
教
員
に
よ
っ
て
発
刊
さ

れ
、
以
来
１６
年
に
わ
た
っ
て

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
続
け
て
い

る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

入
門
書
。
文
系
大
学
だ
け
で

な
く
、
理
系
の
大
学
や
企
業

で
も
、
教
科
書
や
参
考
書
と

し
て
広
く
採
用
さ
れ
て
い

る
。
今
版
で
は
、
先
生
方
や

読
者
の
要
望
に
応
え
「
情
報

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
維
持
」

の
章
を
新
設
す
る
と
と
も
に

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
「
災
害

と
情
報
シ
ス
テ
ム
」
「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
」
「
電
子
マ
ネ

ー
」
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
」
「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
の
項
目

を
追
加
な
い
し
増
強
し
た
。

渥
美
幸
雄
、
植
竹
朋
文
、

大
曽
根
匡
、
森
本
祥
一
（
以

上
経
営
学
部
）
、
綿
貫
理
明

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
）
の
本
学
教
員
が
執
筆
に

加
わ
っ
て
い
る
。
（
共
立
出

版
・
本
体
２
８
０
０
円
＋

税
）編

著
者
（
う
お
た
・
か
つ

お
み
）
∥
専
修
大
学
名
誉
教

授
。

『妻恋道中』『流転』の人気歌手・上原敏

「
乞
わ
れ
て
戦
地
で
熱
唱
」「
良
き
家
庭
人
」

没後７０年

記念展

子
息
が
生
き
様
明
か
す

▶

貴
重
な
写
真
が
展
示

さ
れ
た
「
上
原
敏
没

後
７０
年
記
念
展
」

▶

父
・
上
原
敏
の
思
い
出
を
語
る
松
本
明
生
さ
ん

◀

桐
生
の
絹
織
物
に
つ
い
て
述
べ
る
川
村
教
授

◀

湯
浅
教
授
は
「
モ
ノ
か
ら
み
た
中
世
の
『
祈

り
』
と
『
つ
ど
い
』」
を
テ
ー
マ
に
講
演

大大
好好
評評

公
開
講
座
「
歴
史
を
紐
と
く
」

１３

年

間

で

２

万

人

超

歴
史
好
き
を
魅
了

「
絹
織
物
隆
盛
の
歴
史
を

地
方
再
生
の
糧
に
」

「
魅
力
あ
る
テ
ー
マ
選
び
心
が
け
る
」

商
・
川
村
教
授

０２
年
か
ら
講
師
務
め
る

文
・
荒
木
教
授
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